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1. 2023年2月期第2四半期の連結業績（2022年3月1日～2022年8月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年2月期第2四半期 1,971 14.4 △38 ― △20 ― △23 ―

2022年2月期第2四半期 1,723 14.0 △84 ― △75 ― △64 ―

（注）包括利益 2023年2月期第2四半期　　△22百万円 （―％） 2022年2月期第2四半期　　△55百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年2月期第2四半期 △0.89 ―

2022年2月期第2四半期 △2.45 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年2月期第2四半期 4,781 4,151 86.8 161.58

2022年2月期 5,003 4,364 87.2 165.36

（参考）自己資本 2023年2月期第2四半期 4,151百万円 2022年2月期 4,364百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年2月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00

2023年2月期 ― 0.00

2023年2月期（予想） ― 3.00 3.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 2月期の連結業績予想（2022年 3月 1日～2023年 2月28日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,343 19.9 70 ― 70 462.7 63 59.4 2.48

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年2月期2Q 31,537,249 株 2022年2月期 32,237,249 株

② 期末自己株式数 2023年2月期2Q 5,844,059 株 2022年2月期 5,844,059 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年2月期2Q 25,992,989 株 2022年2月期2Q 26,393,190 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決
算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大による社会活動における制限

は緩和され、緩やかながらも景気回復の動きが見られました。しかしながら、ウクライナ情勢の長期化や日米金利

差拡大等による急激な円安の進行に伴い、エネルギー価格や原材料価格が高騰する等先行き不透明な状態が続いて

おります。

このような経済環境下、雇用情勢については、個人消費回復の動きを受け飲食業、宿泊業の採用活動に回復の動

き（8月度静岡県新規求人数前年同月比38.6%増）が見られており、当社の戦略地域である静岡県においては2022年

８月の有効求人倍率が前年同月比0.13ポイント上昇の1.32倍となり、緩やかながらも雇用環境は回復に向かいつつ

ある状況であります。

このような状況において当社グループでは、採用管理システムを顧客に提供する『ワガシャ de DOMO』の拡販施

策やオプション商品の開発を継続いたしました。また、静岡県内東部地域、中部地域、西部地域の各所において新

型コロナウイルス感染症対策を施し、リアルイベントである合同企業面談会『シゴトフェア』を開催いたしまし

た。コストにつきましては、求人紙媒体に係る直接コストの印刷費や流通費の最適化を図る一方で、販売拡大、商

品価値向上のための成長コストとして人件費（前年同四半期比11.1%増）、広告販促費（前年同四半期比21.7%増）

を投入いたしました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高は1,971百万円（前年同四半

期比14.4%増）となりました。売上原価は605百万円（前年同四半期比7.7%増）、販売費及び一般管理費は1,404百万

円（前年同四半期比12.7%増）となりました。前年同四半期と比較し増収となりましたが、人件費や広告販促費の投

入を行ったため営業損失は38百万円（前年同四半期は営業損失84百万円）、経常損失は20百万円（前年同四半期は

経常損失75百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は23百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半

期純損失64百万円）となりました。

セグメント別の業績（セグメント間の内部取引消去前）を示すと、次のとおりであります。

（情報提供事業）

情報提供事業では、雇用環境が完全に回復しきれていない影響や様々なマッチング手法の登場により求人広告

メディアの売上は下げ止まりとなっているものの、採用管理システムを顧客に提供する『ワガシャ de DOMO』

（サブスクリプション型課金モデル）の販売は着実に拡大しており、売上高は1,657百万円（前年同四半期比

16.0%増）、セグメント利益は287百万円（前年同四半期比26.7%増）となりました。

　（販促支援事業）

販促支援事業では、主たる売上であるフリーペーパーの取次において、顧客の販売促進費圧縮やフリーペーパ

ーの廃刊、休刊等による取次量の減少傾向は下げ止まりの状況にあります。また、イベント・レジャー関連企業

の集客活動も徐々に回復しつつあり、販促支援事業における売上高は322百万円（前年同四半期比6.3%増）、セグ

メント利益は27百万円（前年同四半期比9.7%減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　 ①資産・負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が4,781百万円（前連結会計年度末比4.4%減）、負債が629百

万円（前連結会計年度末比1.4%減）、純資産が4,151百万円（前連結会計年度末比4.9%減）となりました。また、自

己資本比率は86.8%となりました。

資産の部では、流動資産が3,552百万円（前連結会計年度末比8.4%減）となりました。これは、現金及び預金が

3,097百万円（前連結会計年度末比8.8%減）、売掛金が358百万円（前連結会計年度末比14.4%減）等となったためで

す。

固定資産は1,228百万円（前連結会計年度末比9.2%増）となりました。これは、有形固定資産が568百万円（前連

結会計年度末比0.3%増）、無形固定資産が436百万円（前連結会計年度末比18.7%増）、投資その他の資産が223百万

円（前連結会計年度末比16.8%増）となったためです。

負債は629百万円（前連結会計年度末比1.4%減）となりました。これは、未払金が349百万円（前連結会計年度末

比1.0%減）、賞与引当金が101百万円（前連結会計年度末比32.6%増）等となったためです。

純資産は4,151百万円（前連結会計年度末比4.9%減）となりました。これは、親会社株主に帰属する四半期純損失

の計上、剰余金の配当及び自己株式の消却により利益剰余金が4,185百万円（前連結会計年度末比5.7%減）、自己株

式の取得及び消却により自己株式が1,035百万円（前連結会計年度末は1,062百万円）等となったためです。

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べて298百万円減少し、3,097百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は21百万円（前年同四半期は16百万円の収入）となりました。これは主に、売上

債権の減少額が60百万円、賞与引当金の増加額が25百万円となった一方で、未払消費税等の減少額が48百万円、税

金等調整前四半期純損失が43百万円等となったためです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は132百万円（前年同四半期は81百万円の支出）となりました。これは主に、無形

固定資産の取得による支出が97百万円、投資有価証券の取得による支出が27百万円等となったためです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は181百万円（前年同四半期は2百万円の支出）となりました。これは主に、自己

株式の取得による支出が98百万円、配当金の支払額が80百万円等となったためです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年２月期業績予想につきましては、2022年４月14日に公表いたしました業績予想を修正いたしません。

第２四半期連結累計期間においては、営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する四半期純損失を計上いたしま

したが、これは成長に資するコスト投資をした結果であり、利益計画の進捗に大きな乖離はございません。

なお、今後の業績の推移に応じて修正の必要が生じた場合には、速やかに公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,396,595 3,097,864

売掛金 418,449 358,400

その他 62,968 96,874

貸倒引当金 △605 △833

流動資産合計 3,877,407 3,552,305

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 102,156 106,804

土地 444,475 444,475

その他（純額） 20,157 17,462

有形固定資産合計 566,788 568,741

無形固定資産

ソフトウエア 356,940 425,768

その他 10,606 10,606

無形固定資産合計 367,547 436,374

投資その他の資産

その他 196,889 229,621

貸倒引当金 △5,268 △5,749

投資その他の資産合計 191,620 223,872

固定資産合計 1,125,956 1,228,989

資産合計 5,003,363 4,781,294

負債の部

流動負債

未払金 352,900 349,473

賞与引当金 76,759 101,791

株式給付引当金 ― 6,300

その他 197,294 162,086

流動負債合計 626,954 619,652

固定負債

リース債務 11,853 9,904

固定負債合計 11,853 9,904

負債合計 638,807 629,556

純資産の部

株主資本

資本金 455,997 455,997

資本剰余金 526,497 540,249

利益剰余金 4,439,849 4,185,928

自己株式 △1,062,248 △1,035,208

株主資本合計 4,360,096 4,146,967

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,348 5,631

為替換算調整勘定 △1,888 △861

その他の包括利益累計額合計 4,459 4,770

純資産合計 4,364,556 4,151,737

負債純資産合計 5,003,363 4,781,294
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年８月31日)

売上高 1,723,944 1,971,874

売上原価 562,247 605,488

売上総利益 1,161,697 1,366,386

販売費及び一般管理費 1,246,603 1,404,947

営業損失（△） △84,906 △38,561

営業外収益

受取利息 29 36

受取賃貸料 420 420

投資事業組合運用益 9,112 9,191

為替差益 ― 6,683

その他 7,484 12,118

営業外収益合計 17,046 28,450

営業外費用

支払利息 102 81

その他 7,457 9,889

営業外費用合計 7,560 9,971

経常損失（△） △75,419 △20,082

特別損失

投資有価証券評価損 ― 23,708

特別損失合計 ― 23,708

税金等調整前四半期純損失（△） △75,419 △43,790

法人税、住民税及び事業税 1,387 2,852

法人税等調整額 △11,985 △23,471

法人税等合計 △10,598 △20,619

四半期純損失（△） △64,821 △23,171

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △64,821 △23,171
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年８月31日)

四半期純損失（△） △64,821 △23,171

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,655 △716

為替換算調整勘定 719 1,027

その他の包括利益合計 9,375 310

四半期包括利益 △55,446 △22,860

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △55,446 △22,860
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △75,419 △43,790

減価償却費 17,883 16,624

貸倒引当金の増減額（△は減少） △474 708

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,512 25,031

株式給付引当金の増減額（△は減少） 5,670 6,300

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） 4,236 ―

受取利息及び受取配当金 △29 △36

支払利息 102 81

投資有価証券評価損益（△は益） ― 23,708

投資事業組合運用損益（△は益） △9,112 △9,191

助成金収入 ― △1,500

持分法による投資損益（△は益） △4,812 ―

売上債権の増減額（△は増加） 8,776 60,049

棚卸資産の増減額（△は増加） 16 △5,988

未払債務の増減額（△は減少） △53,552 18,053

未払消費税等の増減額（△は減少） 32,369 △48,271

未収消費税等の増減額（△は増加） 34,481 593

その他 7,532 △28,801

小計 △29,819 13,569

利息及び配当金の受取額 13,935 8,954

助成金の受取額 ― 1,500

利息の支払額 △102 △81

法人税等の支払額 △1,711 △2,475

法人税等の還付による収入 33,870 ―

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,172 21,467

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,230 △8,413

無形固定資産の取得による支出 △100,989 △97,988

投資有価証券の取得による支出 ― △27,004

関係会社株式の売却による収入 10,000 ―

敷金及び保証金の差入による支出 △335 △10

敷金及び保証金の回収による収入 1,001 537

貸付金の回収による収入 10,000 ―

その他 △168 ―

投資活動によるキャッシュ・フロー △81,722 △132,879

財務活動によるキャッシュ・フロー

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,906 △1,927

自己株式の取得による支出 ― △98,826

配当金の支払額 △834 △80,689

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,741 △181,443

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,009 △5,875

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △69,300 △298,730

現金及び現金同等物の期首残高 3,488,367 3,396,595

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,419,067 3,097,864
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第２四半期連結累計期間(自 2021年３月１日 至 2021年８月31日)

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

当第２四半期連結累計期間(自 2022年３月１日 至 2022年８月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月26日
定時株主総会

普通株式 81,456 ３ 2022年２月28日 2022年５月27日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

(１)自己株式の消却

当社は、当第２四半期連結累計期間において、2022年４月14日開催の取締役会決議に基づき、2022年７月15日

付で自己株式700,000株の消却を行いました。この結果、当第２四半期連結累計期間において、利益剰余金及び自

己株式がそれぞれ123,997千円減少しております。

(２)自己株式の取得

当社は、当第２四半期連結累計期間において、2022年４月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得

を行いました。この結果、当第２四半期連結累計期間において、自己株式が96,957千円増加し、当第２四半期連

結会計期間末において1,035,208千円となっております。
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（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時

点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。収益認

識会計基準等の適用による主な変更点は次のとおりであります。　

　情報提供事業の商品である求人情報誌『DOMO』において、続けて複数回の求人広告を掲載する契約の場合、

従来は、初回掲載時に複数回分の掲出料全額を収益として認識しておりましたが、各回が発行された時点で履

行義務が充足されたと判断、収益を認識する方法に変更しております。また、同じく、情報提供事業の商品で

ある『ワガシャ de DOMO』において、サービスの利用開始にあたり必要となる顧客アカウント作成費等の初期

費用に関し、従来は、契約開始初月に利用料全額を収益として認識しておりましたが、履行義務を充足するに

つれて、契約に準ずる一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当

第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりま

す。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は7,707千円、売上原価は6,780千円減少し、営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ919千円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は

11,543千円減少しております。

　なお、収益認識会計基準第89 — ２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示

方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号

2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約

から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これにより四半期連結財務

諸表に与える影響額はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス関連）

新型コロナウイルス感染症の影響については、依然として先行きは不透明な状態が続いております。当該状

況による人材採用活動への影響は、当連結会計年度末にかけて新型コロナウイルス感染症の影響から徐々に回

復すると想定しております。
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（役員に対する業績連動型株式報酬制度）

当社グループは、2021年４月８日付取締役会において、当社取締役（社外取締役を除きます。）の報酬と当

社の株式価値との連動性をより明確にし、取締役が株価の変動による利益・リスクを株主の皆様と共有するこ

とで、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的として、株式報酬制度（以

下、「本制度」といいます。）の導入を決議し、2021年５月25日開催の第48回定時株主総会において承認決議

されました。

　(1) 取引の概要

本自己株式処分は、本制度導入のために設定される信託（以下「本信託」といいます。）の受託者である三

井住友信託銀行株式会社（信託口）（再信託受託者：株式会社日本カストディ銀行（信託口））に対して行う

ものであります。本信託を通じて、当社取締役（社外取締役を除きます。）に対し、当社が定める株式給付規

程に従って、役位、業績達成度等に応じて当社株式を給付する業績連動型株式報酬制度であります。なお、役

員が当社株式の給付を受ける時期は、原則として取締役の退任時となります。

　(2) 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株

式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当第２四半期連結会計期間末125,994千

円、759千株であります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2021年３月１日 至 2021年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位:千円)

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額

(注２)情報提供 販促支援 計

売上高

外部顧客への売上高 1,429,199 294,745 1,723,944 ― 1,723,944

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 8,850 8,850 △8,850 ―

計 1,429,199 303,595 1,732,795 △8,850 1,723,944

セグメント利益又は損失（△） 226,807 30,885 257,692 △342,598 △84,906

　

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△342,598千円は、セグメント間取引消去 2,239千円及び全社費用

△344,837千円であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2022年３月１日 至 2022年８月31日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位:千円)

報告セグメント
　 調整額

(注１)

四半期連結損益
計算書計上額

(注２)情報提供 販促支援 計

売上高

　 求人誌『DOMO』 493,264 ― 493,264 ― 493,264

　 ワガシャ de DOMO 709,772 ― 709,772 ― 709,772

インストアメディア事業 ― 235,352 235,352 ― 235,352

　 その他 454,723 78,760 533,484 ― 533,484

顧客との契約から生じる収益 1,657,760 314,113 1,971,874 ― 1,971,874

外部顧客への売上高 1,657,760 314,113 1,971,874 ― 1,971,874

セグメント間の内部売上高
又は振替高

185 8,590 8,775 △8,775 ―

計 1,657,945 322,704 1,980,649 △8,775 1,971,874

セグメント利益 287,332 27,901 315,233 △353,795 △38,561

　

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△353,795千円は、セグメント間取引消去2,239千円及び全社費用

△356,034千円であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　 ２．報告セグメントの変更等に関する事項

　 （会計方針の変更）に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益

　 認識に関する会計処理の方法を変更したため、報告セグメントの利益または損失の算定方法を同様に変更しており

　 ます。当該変更による各報告セグメントの売上高及びセグメント損益に与える影響は軽微であります。

　 なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日 企業会計基準委員会）第

　 28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解し

　 た情報を記載しておりません。

　


